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タイ大学生の食物摂取・食行動の現状 

－アンケート調査の結果から－ 
 

Current status of dietary intake and eating behavior of university students in Thailand 
– Survey results – 

 
戸 張 千 夏*  高 増 雅 子** 

 Chinatsu TOBARI Masako TAKAMASU 

  
  
要  約 本研究では，東南アジアの国々において，NCDsを予防するためには，飲み物からの砂糖摂取量を
減らすことが効果的な方法であると考え，タイにおける大学生の食生活から砂糖の摂取に関する課題を抽出
することを本研究の目的とし，質問票による調査を実施した。本研究の対象は，タイ南部の国立大学 Prince of 
Songkla University Pattani Campusの大学生とし，2019年 3月～4月に調査を実施した。20歳から 27歳まで
の学生合計 108名（男子 27名，女子 63名）を対象とした。食生活調査の結果，タイ学生間では，女子の方
が男子より砂糖摂取と健康とのつながりを理解し，食に関するワークショップにも興味があることが分かっ
た。また，知識について，食生活が健康にとって大切であることは理解できているが，砂糖摂取量に関して
の知識は充分ではないと推察された。飲料・間食摂取調査では，コンデンスミルクを加えた飲み物の摂取頻
度が高い一方で，砂糖なしの飲み物の摂取頻度が低いという実態が明らかになった。 

キーワード：砂糖甘味飲料，非感染性疾患，砂糖摂取量，タイ 

 

Abstract In this study, a questionnaire was used to identify dietary issues related to sugar intake in university 
students in Thailand, given that reducing sugar intake from drinks is an effective way to prevent non-communicable 
diseases (NCDs) in Southeast Asian countries. Subjects were 108 students (27 males and 63 females, ages 20 to 
27 years) at a national university, Prince of Songkla University Pattani Campus, in southern Thailand. Subjects 
were surveyed via questionnaire between March and April 2019. The dietary questionnaire indicated that females 
had a greater understanding of the relationship between sugar intake and health than males and they also showed 
interest in a workshop on food. In addition, students might lack sufficient knowledge of sugar intake, although they 
understood that diet was important to health. The beverage and snack intake survey indicated a high level of 
consumption of drinks sweetened with condensed milk and a low level of consumption of drinks without sugar. 

Key words：sugar-sweetened beverage (SSB), NCDs, sugar intake, Thai 
  
  

１．はじめに 

2016 年に世界保健機関（WHO）が発表した世界
全体の死因 1）をみると，非感染性疾患（NCDs: 
Non-Communicable Diseases）は世界の全死亡率 71％
を占めており，この 15 年で 10％も増加している。
NCDsは，心血管病変，がん，糖尿病，慢性肺疾患，
肥満などの疾病をいい，WHOではNCDsに対し様々
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な対策が行われている。砂糖の摂り過ぎは，NCDs
の要因の一つとされ，WHO では，１日に摂取する
糖類を，総エネルギー摂取量の 5％未満に抑えるべ
きとする新ガイドラインを 2014年に発表した 2）。 
タイはインドシナ半島の中央部に位置し，カンボ
ジア，ラオス，ミャンマー，マレーシアと国境を接
している。タイの砂糖生産量は世界第 4位で，砂糖
輸出量は世界第 2位である 3）。タイの 1人当たりの
年間砂糖消費量は 45～48kg と，アジア太平洋地域
の中ではマレーシアに次いで多く，日本人の約 3倍
もの砂糖を消費している。また，18歳以上の男女で
BMI 25以上の過体重の割合は 29.7％，BMI 30以上
の肥満の割合は 8.5％，空腹時血糖値が 126 mg / dl
以上または投薬中の高血糖の割合は 9.7％であり，
他の東南アジア諸国の中ではブルネイ，マレーシア
に次いで割合が高い 4）。さらに，タイでは肥満防止
や健康増進，医療費抑制を図ることを目的とした政
策として，2017年に砂糖税が導入され，小売価格の
14％と砂糖の含有量に応じた追加税（砂糖税）を上
乗せする仕組みになった。さらに，2019 年 10 月 1
日，2021年 10月 1日，2023年 10月 1日の 3段階
で税率を段階的に引き上げることが規定されており，
例えば飲料 100ml に対する砂糖含有量が 14g 超過
18g以下の場合，2019年 9月までは飲料 1リットル
当たり 1バーツの課税であったが，2019年 10月か
らは 3バーツ，2021年 5バーツと税率が最大で 20%
に引き上げられる 5）。 
そこで，本研究では，東南アジアでの NCDsを予
防するためには，飲み物からの砂糖摂取量を減らす
ことが効果的な方法であると考え，今後マレーシア
で栄養教育を行うにあたり，隣接しているタイにお
ける大学生の食生活の課題を抽出し，マレーシアの
調査研究に生かすための検討を行うことを本研究の
目的とした。 

２．方法 

1）対象者 
本研究の対象は，タイ南部の国立大学 Prince of 

Songkla University Pattani Campus の大学生とし，
2019 年 3 月～4 月に調査を実施した。学部や学科，
専攻ごとにクラスター抽出法により抽出した 20 歳
から 27歳（平均 25歳）までの学生合計 108名（男
子 27名，女子 63名）を対象とした。 

大学選出については，マレーシアに比較的近い地

域に位置する大学を選出し，カウンターパートを通
じて本研究への理解が得られた大学とした。対象者
には，本研究の趣旨説明を行ったのち，同意書の文
書，本研究目的に合わせて作成した食生活調査票と，
飲料・間食摂取調査票を配布した。尚，趣旨説明に
ついては，対象者に不利益がないこと，任意による
参加であること，途中で撤回できることなど，本研
究の実施にあたる倫理配慮について，「日本女子大学
ヒトを対象とした実験研究に関する倫理審査委員会」
にて審査の上承認を得た（番号：374）。調査対象者
には，記名した同意書と共に調査票を提出したこと
で，同意を得たものとした。 

 

2）調査項目及び方法 
（１）属性 

 性別，年齢，身長，体重，人種，宗教，居住形態，
出身地について質問票を用いてたずねた。 

 

（２）食生活調査の項目について 

 調査の枠組みを Table 1 に示した。食生活調査の
項目は全 33 項目からなり，マレーシア大学生と比
較するため，食や健康に関する知識として 6 項目，
態度として 9 項目，行動として 11 項目，健康状態
として 3項目，環境要因として 8項目，QOLとして
4 項目を位置付けた。質問は，選択肢および一部記
述式によりたずねた。 

 

（３）飲料・間食摂取調査の項目について 

飲料・食品摂取状況は，質問票の作成に当たって
は，習慣的な飲料・食品摂取状況を把握するため，
タイの食事に合わせて質問票を作成した。調査項目
について，飲料は 21 種類で，水，紅茶（コンデン
スミルク入り，砂糖入り，砂糖・レモン入り，砂糖
なし），コーヒー（コンデンスミルク入り，砂糖入り，
砂糖なし），ミロ，シロップジュース，サトウキビジ
ュース，タマリンドジュース，ココナッツウォータ
ー，果物ジュース，炭酸飲料，豆乳，緑茶（砂糖入
り，砂糖なし），中国茶（砂糖入り，砂糖なし），タ
イコーヒーとした。食品は 16 種類で，かき氷，ア
イスクリーム，冷たいお菓子，温かいお菓子，もち
米を使ったお菓子，卵のお菓子，蒸したお菓子，粉
を蒸したお菓子，串焼き，揚げ物，クッキー，ケー
キ，チョコレート，飴，パン，果物とした。質問は，
選択肢によりたずねた。 
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Table 1. Questionnaire items related to dietary habits 

 
  

3）分析・解析方法 
 食生活調査の各項目について，アンケート回答の
数値を先行研究 6, 7）に基づきスコア化し，項目内容
に対しより積極的な回答を 4 点，消極的な回答を 1
点とし，男女別で，対応のない t検定を行った。 

飲料・間食摂食調査については，項目ごとに結果
を集計し，χ2検定を行った。 

すべての検定は，両側検定とし，無回答を除いて行
った。統計解析ソフト IBM SPSS Statistics 24.0（日
本アイ・ビー・エム株式会社）を用い，5％未満を
有意とした。 

大項目 中項目 小項目
知識・態度 食生活の知識 健康にとって望ましい食生活の大切さ 1) Ⅱ 5,6

砂糖の知識 飲み物に入っている砂糖量 Ⅲ 12
1日の望ましい砂糖摂取量 Ⅲ 13
砂糖の摂り過ぎが及ぼす身体への影響 Ⅲ 15

運動の知識 運動と健康 Ⅱ 9
食態度 行動への態度 Ⅲ 20

望ましい1日の砂糖摂取量を知るSE Ⅲ 14
砂糖摂取量のことを考えて食事するSE Ⅲ 16
飲料選択時に糖分の少ない飲み物にするSE Ⅲ 17,18
お菓子などの間食を控えるSE 2) Ⅲ 19
砂糖の摂り過ぎに注意するSE Ⅲ 21
今の食生活を改善するSE Ⅱ 8
健康のために運動するSE Ⅱ 10

行動 食物摂取行動 食物摂取（16項目） 3)

飲料摂取（21項目）
食行動 摂食頻度（朝食・昼食・夕食） 4) Ⅱ 2,3,4

お茶の時間回数 1) Ⅲ 1
甘い飲み物の摂取頻度 Ⅲ 2
お菓子の摂取頻度 2) Ⅲ 3
飲み物・お菓子選択傾向 Ⅲ 8,9,10,11

健康行動 運動習慣 Ⅱ 11
健康状態 客観的健康状態 身⻑，体重，BMI

主観的健康状態 健康度自己評価 4) Ⅱ 1
食生活の現状 4) Ⅱ 7

強化要因 周囲からの支援 家族の協力 Ⅲ 23
環境要因 情報へのアクセス 栄養教育ワークショップの機会と参加意欲 Ⅱ 12,13,14

遺伝的要因 家族内の同じ習慣の有無 Ⅲ 22
家族内の糖尿病の有無 Ⅲ 24

嗜好的要因 甘い飲み物が好き Ⅲ 6
甘いお菓子が好き Ⅲ 7

QOL QOL 生活の満足度 5) Ⅱ 16
食QOL 食事の楽しさ 4) Ⅱ 15

お茶の満足度 5) Ⅲ 5
お茶の楽しさ 4) Ⅲ 4

その他 属性
1) Kathy K.Isoldi，Veronika Dolar：Blending Better Beverage Options:A Nutrition Education and Experiential Workshop for Youths
 ：Journal of obesity(2015)の質問項目を一部参考
2) 澤田樹美，武見ゆかり，村上伸子，佐々木敏，石田裕美：職場におけるトランスセオレティカルモデルを応用した食環境介入と
 栄養教育の統合プログラムの開発と評価：日本健康教育学会誌(2009)の質問項目を一部参考
3) 佐々木敏：簡易型自記式食事歴法質問票(BDHQ)を参考
4) 武見ゆかり（主任研究者）：厚生労働科学研究「若年成人への栄養・食教育の診断・評価の指標に関する総合研究」(2000)の
 質問項目を一部引用・参考
5) 国⺠生活⽩書の質問項目を一部引用・参考

食生活
調査票
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３．結果 

1）属性 
調査対象者は，108名で，人種はタイ族 87名，マ
レー族 12名，スリランカ人 4名，インドネシア人 2
名，ベトナム人 1名，カンボジア人 1名，西アフリ
カ人 1 名であった。本研究では，タイ族 87 名を解
析対象とすることとした。 
解析対象者である学生の年齢，身長，体重，BMI
の項目について，Table 2に示した。BMIについては，
平均値は普通体重で，BMI 25以上の過体重の者は 7
名，BMI 30以上の肥満の者は 2名であった。また，
解析対象者の宗教はイスラム教であった。 

Table 2. Mean age and body size of participants 

 
 

2）食生活調査の項目（Table 3） 
（１）知識 
 食や健康に関する知識では，全体で「望ましい食
生活が健康にとって大切であると思う」（3.66±0.57），
「運動は健康に良いと知っている」（3.71±0.59）の
項目でスコアが高く，「1日の砂糖摂取量はどのくら
いが望ましいか知っている」（1.87±0.65）などの砂
糖摂取に関する項目でスコアが低かった。 
 
（２）態度 
 全体で「砂糖摂取量のことを考えて食事をするこ
とは大切である」（3.38±0.77），「砂糖の摂り過ぎに
注意すると健康になれると思う」（3.31±0.78）の項
目でスコアが高く，「1日の砂糖摂取量はどのくらい
が望ましいか知りたいと思う」（2.85±1.02），「砂糖
の摂り過ぎに注意することは簡単だと思う」
（2.96±0.82）の項目でスコアが低かった。また，「砂
糖の摂り過ぎに注意すると健康になれると思う」の
項目で男女別で有意差（0.022）が認められた。 
 
（３）行動 
 全体で「朝食は食べるか」（2.55±0.93）の項目は

昼食（3.68±0.68）と夕食（3.21±0.91）に比べてス
コアが低かった。「飲み物を飲む時，砂糖の少ない飲
み物を選んでいる」（3.00±0.89）の項目でスコアが
高く，「お茶の時間は１日にどのくらいあるか」
（2.15±0.83）の項目でスコアが低かった。 

 
（４）健康状態 
 全体で「自分の健康状態をどのように感じている
か」（3.33±0.70）の項目でスコアが高い一方で，「今
の食生活に問題を感じている」（2.61±0.86）の項目
でスコアが低かった。 
 

（５）環境要因 
 「栄養教育（ワークショップ）に興味がある」の
項目で男女別で有意差が認められ，女子の方が男子
よりスコアが有意に高かった（有意差 0.018）。「栄
養教育（ワークショップ）に参加したいと思う」
（3.57±0.76）の項目でスコアが高かった。「甘い飲
み物が好きか」及び「甘いお菓子が好きか」の項目
でスコアが高かった。この項目については，有意差
は認められなかったが，どちらも男子の方が女子よ
りもスコアが 0.23～0.26 ポイント高かった。また，
「家族に糖尿病の人はいるか」の項目でスコアが低
かった。 

 

（６）Quality of Life (QOL) 
 「毎日の生活に満足しているか」（3.32±0.71），「食
事は楽しいか」（3.29±0.65）の項目でスコアが高か
った。一方で，「お茶の時間は楽しいか」（2.98±0.81），
「お茶を飲むと満ち足りた気持ちになるか」
（2.98±0.72）の項目でスコアが低かった。 
 

3）飲料・間食摂取調査（Table 4） 
 飲料・間食摂取調査では，飲料摂取頻度について，
水の摂取頻度が高く，全体で 61.4%の学生が「毎日
2 杯以上飲む」と回答した。紅茶（コンデンスミル
ク入り）は，全体で「毎日 1杯以上飲む」と回答し
た学生が 33.3%，ミロは全体で「毎日 1杯以上飲む」
と回答した学生が 20.0%で，コンデンスミルクを加
えた飲み物の摂取頻度が高かった。一方で，砂糖な
しの飲み物は，紅茶（砂糖なし）で「全然飲まない」
と回答した学生が 65.2%，コーヒー（砂糖なし）で
「全然飲まない」と回答した学生が 77.1%と，摂取
頻度が低かった。また，ココナッツウォーター（「毎

 年齢 24.9 ( ± 0.9 ) 25.2 ( ± 0.7 ) 24.8 ( ± 0.9 )
 ⾝⻑(cm) 159.4 ( ± 8.0 ) 169.9 ( ± 4.7 ) 156.1 ( ± 5.6 )
 体重(kg) 54.3 ( ± 9.1 ) 60.2 ( ± 8.7 ) 52.5 ( ± 8.5 )
 BMI 21.4 ( ± 3.2 ) 20.8 ( ± 2.7 ) 21.5 ( ± 3.3 )
 数値は平均値（±標準偏差）

合計
(n=72)

男子
(n=17)

女子
(n=55)
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日 1杯以上飲む」17.1%）や豆乳（「毎日 1杯以上飲
む」18.6%），緑茶（砂糖入り）（「毎日 1杯以上飲む」
17.2%）も摂取頻度が高かった。 

 間食摂取頻度について，果物は，全体で「毎日 1

回以上食べる」と回答した学生が 44.2%，アイスク
リームは 18.6%，チョコレートは 22.8%，クッキー
は 20.3%，ケーキは 20.0%，揚げ物は 17.1%で摂取
頻度が高かった。 

 
Table 3. Survey of dietary habits 

 

項目 内容
知識 望ましい食生活が健康にとって大切であると思う 3.66 ( 0.57 ) 3.65 ( 0.61 ) 3.67 ( 0.55 ) 0.901

飲み物を飲む時、その飲み物にどのくらい砂糖が入っているか知っている 2.00 ( 0.69 ) 2.00 ( 0.94 ) 1.96 ( 0.58 ) 0.845
1日の砂糖摂取量はどのくらいが望ましいか知っている 1.87 ( 0.65 ) 1.88 ( 0.60 ) 1.80 ( 0.56 ) 0.590
砂糖の摂り過ぎが及ぼす⾝体への影響を知っている 2.33 ( 0.80 ) 2.59 ( 0.80 ) 2.25 ( 0.76 ) 0.113
運動は健康に良いと知っている 3.71 ( 0.59 ) 3.69 ( 0.60 ) 3.72 ( 0.60 ) 0.864

態度 砂糖の摂り過ぎに注意すると健康になれると思う 3.31 ( 0.78 ) 2.93 ( 0.96 ) 3.45 ( 0.70 ) 0.022 *
1日の砂糖摂取量はどのくらいが望ましいか知りたいと思う 2.85 ( 1.02 ) 2.71 ( 0.92 ) 2.93 ( 1.03 ) 0.432
砂糖摂取量のことを考えて食事をすることは大切である 3.38 ( 0.77 ) 3.25 ( 0.68 ) 3.54 ( 0.66 ) 0.136
お茶の時間に甘さ控えめで注文できそうだと思う 3.11 ( 0.78 ) 3.07 ( 0.46 ) 3.19 ( 0.83 ) 0.589
砂糖の少ない飲み物を選ぶことができそうだと思う 3.21 ( 0.78 ) 2.93 ( 0.80 ) 3.33 ( 0.78 ) 0.084
甘いお菓子の間食を控えることができそうだと思う 3.05 ( 0.77 ) 2.87 ( 0.83 ) 3.15 ( 0.76 ) 0.219
砂糖の摂り過ぎに注意することは簡単だと思う 2.96 ( 0.82 ) 3.00 ( 0.55 ) 3.02 ( 0.81 ) 0.936
今の食生活を改善しようと思う 3.22 ( 0.89 ) 3.12 ( 0.70 ) 3.43 ( 0.74 ) 0.134
健康のために運動をすることができると思う 3.11 ( 0.71 ) 3.12 ( 0.78 ) 3.05 ( 0.70 ) 0.754

行動 朝食は食べるか 2.55 ( 0.93 ) 2.63 ( 1.09 ) 2.40 ( 0.85 ) 0.386
昼食は食べるか 3.68 ( 0.68 ) 3.69 ( 0.60 ) 3.69 ( 0.66 ) 0.985
夕食は食べるか 3.21 ( 0.91 ) 3.18 ( 1.07 ) 3.20 ( 0.83 ) 0.913
お茶の時間は１日にどのくらいあるか 2.15 ( 0.83 ) 2.29 ( 0.85 ) 2.13 ( 0.83 ) 0.479
1日に何回甘い飲み物を飲むか 2.48 ( 0.73 ) 2.47 ( 0.87 ) 2.44 ( 0.72 ) 0.902
一日に何回お菓子を食べるか 2.47 ( 0.78 ) 2.47 ( 0.94 ) 2.47 ( 0.75 ) 0.996
お茶の時間に甘さ控えめで注文している 2.79 ( 0.79 ) 3.12 ( 0.60 ) 2.76 ( 0.79 ) 0.095
飲み物を飲む時、砂糖の少ない飲み物を選んでいる 3.00 ( 0.89 ) 3.18 ( 0.53 ) 3.00 ( 0.89 ) 0.442
甘いお菓子の間食を控えている 2.79 ( 0.96 ) 2.88 ( 0.93 ) 2.69 ( 1.02 ) 0.491
飲み物を飲む時、その飲み物にどのくらい砂糖が入っているか考えて飲み物を選んでいる 2.73 ( 0.70 ) 2.75 ( 0.77 ) 2.73 ( 0.69 ) 0.925
健康のために運動をしている 2.63 ( 0.65 ) 2.76 ( 0.66 ) 2.62 ( 0.62 ) 0.407

健康状態 自分の健康状態をどのように感じているか 3.33 ( 0.70 ) 3.59 ( 0.71 ) 3.33 ( 0.70 ) 0.183
今の食生活に問題を感じている 2.61 ( 0.86 ) 2.47 ( 0.94 ) 2.64 ( 0.86 ) 0.487

環境要因 あなたが健康になると家族や大切な人が喜ぶと思う 3.37 ( 0.82 ) 3.20 ( 0.77 ) 3.36 ( 0.88 ) 0.530
栄養教育（ワークショップ）に参加したことがある 3.20 ( 1.34 ) 3.06 ( 1.44 ) 3.07 ( 1.40 ) 0.980
栄養教育（ワークショップ）に興味がある 3.27 ( 0.79 ) 2.88 ( 0.89 ) 3.43 ( 0.77 ) 0.018 *
栄養教育（ワークショップ）に参加したいと思う 3.57 ( 0.76 ) 3.25 ( 1.00 ) 3.65 ( 0.64 ) 0.057
家族も同じ嗜好をもっているか 3.08 ( 0.81 ) 3.25 ( 0.68 ) 3.06 ( 0.83 ) 0.398
家族に糖尿病の人はいるか 1.81 ( 1.34 ) 2.13 ( 1.50 ) 1.72 ( 1.29 ) 0.296
甘い飲み物が好きか 3.24 ( 0.66 ) 3.41 ( 0.51 ) 3.18 ( 0.72 ) 0.227
甘いお菓子が好きか 3.23 ( 0.74 ) 3.41 ( 0.51 ) 3.15 ( 0.83 ) 0.214

QOL お茶の時間は楽しいか 2.98 ( 0.81 ) 3.00 ( 0.71 ) 3.07 ( 0.80 ) 0.733
食事は楽しいか 3.29 ( 0.65 ) 3.19 ( 0.66 ) 3.36 ( 0.59 ) 0.308
お茶を飲むと満ち足りた気持ちになるか 2.98 ( 0.72 ) 3.00 ( 0.63 ) 2.98 ( 0.73 ) 0.924
毎日の生活に満足しているか 3.32 ( 0.71 ) 3.18 ( 0.88 ) 3.36 ( 0.68 ) 0.358

 数値は平均値（標準偏差）
 1) 対応のないt検定 ***p<0.001 **p<0.01 *p<0.05

設問 全体 男子 女子
p値 1)

n=362 n=61 n=301
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Table 4. Frequency of consumption of beverages and food during tea time 

 

水 水 全然飲まない 9 ( 12.9 ) 4 ( 23.5 ) 5 ( 9.4 ) 0.167
ときどき飲む 4 ( 5.7 ) 2 ( 11.8 ) 2 ( 3.8 )
毎日1杯程度 14 ( 20.0 ) 4 ( 23.5 ) 10 ( 18.9 )
毎日2杯以上 43 ( 61.4 ) 7 ( 41.2 ) 36 ( 67.9 )

紅茶 紅茶（コンデンスミルク入り） 全然飲まない 18 ( 26.1 ) 2 ( 11.8 ) 16 ( 30.8 ) 0.050
ときどき飲む 28 ( 40.6 ) 5 ( 29.4 ) 23 ( 44.2 )
毎日1杯程度 18 ( 26.1 ) 7 ( 41.2 ) 11 ( 21.2 )
毎日2杯以上 5 ( 7.2 ) 3 ( 17.6 ) 2 ( 3.8 )

紅茶（砂糖入り） 全然飲まない 27 ( 39.1 ) 11 ( 64.7 ) 16 ( 30.8 ) 0.061
ときどき飲む 30 ( 43.5 ) 3 ( 17.6 ) 27 ( 51.9 )
毎日1杯程度 9 ( 13.0 ) 2 ( 11.8 ) 7 ( 13.5 )
毎日2杯以上 3 ( 4.3 ) 1 ( 5.9 ) 2 ( 3.8 )

紅茶（砂糖・レモン入り） 全然飲まない 33 ( 47.1 ) 10 ( 58.8 ) 23 ( 43.4 ) 0.519
ときどき飲む 26 ( 37.1 ) 4 ( 23.5 ) 22 ( 41.5 )
毎日1杯程度 10 ( 14.3 ) 3 ( 17.6 ) 7 ( 13.2 )
毎日2杯以上 1 ( 1.4 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 1.9 )

紅茶（砂糖なし） 全然飲まない 45 ( 65.2 ) 11 ( 64.7 ) 34 ( 65.4 ) 0.943
ときどき飲む 16 ( 23.2 ) 4 ( 23.5 ) 12 ( 23.1 )
毎日1杯程度 7 ( 10.1 ) 2 ( 11.8 ) 5 ( 9.6 )
毎日2杯以上 1 ( 1.4 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 1.9 )

コーヒー コーヒー（コンデンスミルク入り） 全然飲まない 42 ( 61.8 ) 6 ( 35.3 ) 36 ( 70.6 ) 0.035
ときどき飲む 21 ( 30.9 ) 10 ( 58.8 ) 11 ( 21.6 )
毎日1杯程度 4 ( 5.9 ) 1 ( 5.9 ) 3 ( 5.9 )
毎日2杯以上 1 ( 1.5 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 2.0 )

コーヒー（砂糖入り） 全然飲まない 46 ( 65.7 ) 9 ( 52.9 ) 37 ( 69.8 ) 0.444
ときどき飲む 18 ( 25.7 ) 6 ( 35.3 ) 12 ( 22.6 )
毎日1杯程度 6 ( 8.6 ) 2 ( 11.8 ) 4 ( 7.5 )
毎日2杯以上 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )

コーヒー（砂糖なし） 全然飲まない 54 ( 77.1 ) 12 ( 70.6 ) 42 ( 79.2 ) 0.794
ときどき飲む 11 ( 15.7 ) 3 ( 17.6 ) 8 ( 15.1 )
毎日1杯程度 3 ( 4.3 ) 1 ( 33.3 ) 2 ( 3.8 )
毎日2杯以上 2 ( 2.9 ) 1 ( 5.9 ) 1 ( 1.9 )

ミロ ミロ 全然飲まない 28 ( 40.0 ) 8 ( 47.1 ) 20 ( 37.7 ) 0.057
ときどき飲む 28 ( 40.0 ) 5 ( 29.4 ) 23 ( 43.4 )
毎日1杯程度 12 ( 17.1 ) 2 ( 11.8 ) 10 ( 18.9 )
毎日2杯以上 2 ( 2.9 ) 2 ( 11.8 ) 0 ( 0.0 )

ジュース シロップジュース 全然飲まない 47 ( 68.1 ) 12 ( 70.6 ) 35 ( 67.3 ) 0.742
ときどき飲む 13 ( 18.8 ) 4 ( 23.5 ) 9 ( 17.3 )
毎日1杯程度 8 ( 11.6 ) 1 ( 5.9 ) 7 ( 13.5 )
毎日2杯以上 1 ( 1.4 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 1.9 )

サトウキビジュース 全然飲まない 34 ( 48.6 ) 6 ( 35.3 ) 28 ( 52.8 ) 0.363
ときどき飲む 27 ( 38.6 ) 8 ( 47.1 ) 19 ( 35.8 )
毎日1杯程度 7 ( 10.0 ) 3 ( 17.6 ) 4 ( 7.5 )
毎日2杯以上 2 ( 2.9 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.8 )

タマリンドジュース 全然飲まない 39 ( 56.5 ) 11 ( 64.7 ) 28 ( 53.8 ) 0.592
ときどき飲む 25 ( 36.2 ) 6 ( 35.3 ) 19 ( 36.5 )
毎日1杯程度 4 ( 5.8 ) 0 ( 0.0 ) 4 ( 7.7 )
毎日2杯以上 1 ( 1.4 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 1.9 )

ココナッツウォーター 全然飲まない 25 ( 35.7 ) 6 ( 35.3 ) 19 ( 35.8 ) 0.607
ときどき飲む 33 ( 47.1 ) 9 ( 52.9 ) 24 ( 45.3 )
毎日1杯程度 7 ( 10.0 ) 2 ( 11.8 ) 5 ( 9.4 )
毎日2杯以上 5 ( 7.1 ) 0 ( 0.0 ) 5 ( 9.4 )

果物ジュース 全然飲まない 17 ( 24.6 ) 6 ( 35.3 ) 11 ( 21.2 ) 0.681
ときどき飲む 40 ( 58.0 ) 8 ( 47.1 ) 32 ( 61.5 )
毎日1杯程度 8 ( 11.6 ) 2 ( 11.8 ) 6 ( 11.5 )
毎日2杯以上 4 ( 5.8 ) 1 ( 5.9 ) 3 ( 5.8 )

炭酸飲料 全然飲まない 41 ( 60.3 ) 8 ( 47.1 ) 33 ( 64.7 ) 0.204
ときどき飲む 20 ( 29.4 ) 5 ( 29.4 ) 15 ( 29.4 )
毎日1杯程度 5 ( 7.4 ) 3 ( 17.6 ) 2 ( 3.9 )
毎日2杯以上 2 ( 2.9 ) 1 ( 5.9 ) 1 ( 2.0 )

豆乳 豆乳 全然飲まない 24 ( 34.3 ) 8 ( 47.1 ) 16 ( 30.2 ) 0.204
ときどき飲む 33 ( 47.1 ) 6 ( 35.3 ) 27 ( 50.9 )
毎日1杯程度 10 ( 14.3 ) 3 ( 17.6 ) 7 ( 13.2 )
毎日2杯以上 3 ( 4.3 ) 0 ( 0.0 ) 3 ( 5.7 )

緑茶 緑茶（砂糖入り） 全然飲まない 25 ( 35.7 ) 6 ( 35.3 ) 19 ( 35.8 ) 0.493
ときどき飲む 33 ( 47.1 ) 10 ( 58.8 ) 23 ( 43.4 )
毎日1杯程度 10 ( 14.3 ) 1 ( 5.9 ) 9 ( 17.0 )
毎日2杯以上 2 ( 2.9 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.8 )

緑茶（砂糖なし） 全然飲まない 43 ( 64.2 ) 9 ( 60.0 ) 34 ( 65.4 ) 0.646
ときどき飲む 16 ( 23.9 ) 5 ( 33.3 ) 11 ( 21.2 )
毎日1杯程度 3 ( 4.5 ) 0 ( 0.0 ) 3 ( 5.8 )
毎日2杯以上 5 ( 7.5 ) 1 ( 6.7 ) 4 ( 7.7 )

食品の種類 回答 全体 男子 女子 p値 1)
n=70 n=17 n=53
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中国茶 中国茶（砂糖入り） 全然飲まない 49 ( 70.0 ) 11 ( 64.7 ) 38 ( 71.7 ) 0.732
ときどき飲む 16 ( 22.9 ) 5 ( 29.4 ) 11 ( 20.8 )
毎日1杯程度 2 ( 2.9 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.8 )
毎日2杯以上 3 ( 4.3 ) 1 ( 5.9 ) 2 ( 3.8 )

中国茶（砂糖なし） 全然飲まない 59 ( 85.5 ) 14 ( 82.4 ) 45 ( 86.5 ) 0.498
ときどき飲む 8 ( 11.6 ) 3 ( 17.6 ) 5 ( 9.6 )
毎日1杯程度 2 ( 2.9 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.8 )
毎日2杯以上 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )

タイコーヒー オーリオン 全然飲まない 42 ( 60.0 ) 10 ( 58.8 ) 32 ( 60.4 ) 0.983
ときどき飲む 16 ( 22.9 ) 4 ( 23.5 ) 12 ( 22.6 )
毎日1杯程度 9 ( 12.9 ) 2 ( 11.8 ) 7 ( 13.2 )
毎日2杯以上 3 ( 4.3 ) 1 ( 5.9 ) 2 ( 3.8 )

食品 かき氷 全然食べない 30 ( 42.9 ) 5 ( 29.4 ) 25 ( 47.2 ) 0.256
ときどき食べる 29 ( 41.4 ) 8 ( 47.1 ) 21 ( 39.6 )

毎日1回程度 8 ( 11.4 ) 2 ( 11.8 ) 6 ( 11.3 )
毎日2回以上 3 ( 4.3 ) 2 ( 11.8 ) 1 ( 1.9 )

アイスクリーム 全然食べない 15 ( 21.4 ) 4 ( 23.5 ) 11 ( 20.8 ) 0.755
ときどき食べる 42 ( 60.0 ) 11 ( 64.7 ) 31 ( 58.5 )

毎日1回程度 10 ( 14.3 ) 2 ( 11.8 ) 8 ( 15.1 )
毎日2回以上 3 ( 4.3 ) 0 ( 0.0 ) 3 ( 5.7 )

冷たいデザート 全然食べない 45 ( 64.3 ) 9 ( 52.9 ) 36 ( 67.9 ) 0.358
ときどき食べる 18 ( 25.7 ) 7 ( 41.2 ) 11 ( 20.8 )

毎日1回程度 5 ( 7.1 ) 1 ( 5.9 ) 4 ( 7.5 )
毎日2回以上 2 ( 2.9 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.8 )

温かいデザート 全然食べない 38 ( 55.1 ) 7 ( 41.2 ) 31 ( 59.6 ) 0.225
ときどき食べる 24 ( 34.8 ) 9 ( 52.9 ) 15 ( 28.8 )

毎日1回程度 3 ( 4.3 ) 1 ( 5.9 ) 2 ( 3.8 )
毎日2回以上 4 ( 5.8 ) 0 ( 0.0 ) 4 ( 7.7 )

もち米のお菓子 全然食べない 42 ( 60.9 ) 10 ( 58.8 ) 32 ( 61.5 ) 0.497
ときどき食べる 20 ( 29.0 ) 5 ( 29.4 ) 15 ( 28.8 )

毎日1回程度 4 ( 5.8 ) 2 ( 11.8 ) 2 ( 3.8 )
毎日2回以上 3 ( 4.3 ) 0 ( 0.0 ) 3 ( 5.8 )

卵のお菓子 全然食べない 50 ( 71.4 ) 10 ( 58.8 ) 40 ( 75.5 ) 0.192
ときどき食べる 15 ( 21.4 ) 5 ( 29.4 ) 10 ( 18.9 )

毎日1回程度 3 ( 4.3 ) 2 ( 11.8 ) 1 ( 1.9 )
毎日2回以上 2 ( 2.9 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.8 )

蒸したお菓子 全然食べない 43 ( 61.4 ) 10 ( 58.8 ) 33 ( 62.3 ) 0.477
ときどき食べる 17 ( 24.3 ) 6 ( 35.3 ) 11 ( 20.8 )

毎日1回程度 7 ( 10.0 ) 1 ( 5.9 ) 6 ( 11.3 )
毎日2回以上 3 ( 4.3 ) 0 ( 0.0 ) 3 ( 5.7 )

蒸しパン 全然食べない 46 ( 65.7 ) 9 ( 52.9 ) 37 ( 69.8 ) 0.274
ときどき食べる 17 ( 24.3 ) 7 ( 41.2 ) 10 ( 18.9 )

毎日1回程度 5 ( 7.1 ) 1 ( 5.9 ) 4 ( 7.5 )
毎日2回以上 2 ( 2.9 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.8 )

串焼き 全然食べない 62 ( 88.6 ) 16 ( 94.1 ) 46 ( 86.8 ) 0.677
ときどき食べる 7 ( 10.0 ) 1 ( 5.9 ) 6 ( 11.3 )

毎日1回程度 1 ( 1.4 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 1.9 )
毎日2回以上 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )

揚げ物 全然食べない 16 ( 22.9 ) 5 ( 29.4 ) 11 ( 20.8 ) 0.634
ときどき食べる 42 ( 60.0 ) 10 ( 58.8 ) 32 ( 60.4 )

毎日1回程度 8 ( 11.4 ) 2 ( 11.8 ) 6 ( 11.3 )
毎日2回以上 4 ( 5.7 ) 0 ( 0.0 ) 4 ( 7.5 )

クッキー 全然食べない 32 ( 46.4 ) 9 ( 52.9 ) 23 ( 44.2 ) 0.702
ときどき食べる 23 ( 33.3 ) 5 ( 29.4 ) 18 ( 34.6 )

毎日1回程度 12 ( 17.4 ) 2 ( 11.8 ) 10 ( 19.2 )
毎日2回以上 2 ( 2.9 ) 1 ( 5.9 ) 1 ( 1.9 )

ケーキ 全然食べない 29 ( 41.4 ) 7 ( 41.2 ) 22 ( 41.5 ) 0.971
ときどき食べる 27 ( 38.6 ) 6 ( 35.3 ) 21 ( 39.6 )

毎日1回程度 10 ( 14.3 ) 3 ( 17.6 ) 7 ( 13.2 )
毎日2回以上 4 ( 5.7 ) 1 ( 5.9 ) 3 ( 5.7 )

チョコレート 全然食べない 21 ( 30.0 ) 6 ( 35.3 ) 15 ( 28.3 ) 0.533
ときどき食べる 33 ( 47.1 ) 7 ( 41.2 ) 26 ( 49.1 )

毎日1回程度 12 ( 17.1 ) 2 ( 11.8 ) 10 ( 18.9 )
毎日2回以上 4 ( 5.7 ) 2 ( 11.8 ) 2 ( 3.8 )

飴 全然食べない 27 ( 38.6 ) 5 ( 29.4 ) 22 ( 41.5 ) 0.146
ときどき食べる 26 ( 37.1 ) 9 ( 52.9 ) 17 ( 32.1 )

毎日1回程度 13 ( 18.6 ) 1 ( 5.9 ) 12 ( 22.6 )
毎日2回以上 4 ( 5.7 ) 2 ( 11.8 ) 2 ( 3.8 )

パン 全然食べない 38 ( 54.3 ) 9 ( 52.9 ) 29 ( 54.7 ) 0.796
ときどき食べる 24 ( 34.3 ) 7 ( 41.2 ) 17 ( 32.1 )

毎日1回程度 7 ( 10.0 ) 1 ( 5.9 ) 6 ( 11.3 )
毎日2回以上 1 ( 1.4 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 1.9 )

果物 全然食べない 12 ( 17.1 ) 6 ( 35.3 ) 6 ( 11.3 ) 0.093
ときどき食べる 27 ( 38.6 ) 5 ( 29.4 ) 22 ( 41.5 )

毎日1回程度 26 ( 37.1 ) 6 ( 35.3 ) 20 ( 37.7 )
毎日2回以上 5 ( 7.1 ) 0 ( 0.0 ) 5 ( 9.4 )

 数値は人数（%）
 1) χ2検定

p値 1)食品の種類 回答 全体 男子 女子
n=70 n=17 n=53
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４．考察 

1）食生活調査 
 タイの大学生は，自分の健康状態を良いと感じ，
今の食生活には特に問題を感じていない人が多かっ
た。知識について，食生活が健康にとって大切であ
ることについてはスコアが高く理解できているが，
砂糖摂取に関してはスコアが低く知識が充分ではな
いと考えられた。「砂糖の摂り過ぎに注意すると健康
になれると思う」や「栄養教育（ワークショップ）
に興味がある」の項目で男女別で有意差が認められ，
女子の方が男子より砂糖摂取と健康のつながりを理
解し，ワークショップにも興味があることが分かっ
た。朝食を食べている学生は昼食や夕食に比べて，
少ない傾向であった。また，家族に糖尿病の人がい
ると答えた学生は少なかったため，糖尿病を身近に
感じていない学生もいると推察された。 
 QOLについては，男女ともに，毎日の生活や食事
についてはスコアが高かったが，お茶の時間につい
てはスコアが低く，お茶の時間よりも食事について
の QOLの方が高い傾向がみられた。 

 
2）飲料・間食摂取調査 
飲料・間食摂取調査では，飲料摂取頻度について，

水の摂取頻度が高かった。タイでは，飲料用の水と
してペットボトル入りの水を飲むことが多い。ペッ
トボトル入りは 500ml 入りが 1 本 15 円で安価であ
ることが，摂取頻度が高い理由の一つとして考えら
れる。コンデンスミルクを加えた飲み物の摂取頻度
が高い一方で，砂糖なしの飲み物の摂取頻度が低い
という実態が明らかになった。また，緑茶（砂糖入
り）はマレーシアなど近隣国ではあまり見かけない
ことから，タイで好まれて多く摂取されている飲料
と推察された。間食摂取頻度については，学内には
5つの店があり（Photo 1,2,3），アイスクリーム，ク
ッキー，チョコレートなど簡単に手に入り，比較的
保存ができる食品の摂取頻度が高いことが分かった。
果物や揚げ物についても，学内の店で容易に手に入
るため，摂取頻度が高いと考えられる。果物は，パ
イナップルやパパイヤ，マンゴー，スイカなどの果
物が食べやすい大きさに切られて学内で売られてい
る。揚げ物は，バナナや芋，魚や肉，海老など，様々
な種類が揚げたての状態が学内で売られている。 
 タイでは，大人や子どもを対象とした砂糖摂取に

関する様々な調査や研究が行われている 8, 9）。しかし，
国や個々の調査結果に幅があり，一貫していないの
が現状である 10）。また，大学生を対象とした研究 11） 
 

 
Photo 1. Area where beverages are sold  
 

 
Photo 2. Sales of fruits on campus  
 

 
Photo 3. Sales of fried food on campus 
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では，対象者の平均砂糖消費量は 69±38g/日で，
WHOの推奨する量よりも多かった。タイでは，2017
年に砂糖税が導入されたものの，糖類を含む飲料の
小売価格に大きな変化がみられなかったため，砂糖
税の認知度は低い。そのため，2019 年 10 月から砂
糖税率の段階的な引き上げが始まり，今後国内の飲
料メーカーは，課税を回避するために糖類の含有量
を削減したり，商品のサイズを小さくしたり，原料
を代替甘味料へ切り替えていくと推測されている 3）。 
 東南アジアの国々で砂糖税を導入している国はタ
イ，ブルネイ，フィリピン，マレーシアの 4か国で
ある。本研究では，今後栄養教育を行うマレーシア
に隣接しているタイにおいても，NCDs を予防する
ためには，飲み物からの砂糖摂取量を減らすことが
効果的な方法であると考えられた。そのため，将来
的に砂糖税を導入している国における栄養教育の可
能性も考慮しながら，マレーシアにおける栄養教育
のプログラム内容を考えていきたい。 
 
3）本研究の限界 
 本研究の限界として以下の点が挙げられる。まず，
本調査の対象地域はタイ南部の 1校に限られており，
タイの同年齢全体の代表的な集団とは言えない点で
ある。次に，解析対象（タイ族）の 87 名は，タイ
国民の 5%であるイスラム教徒であった点である。
これらの限界点に留意して結果を解釈することとす
る。 

５．おわりに 

砂糖の摂り過ぎは，NCDsの要因とされ，WHOで
は，１日に摂取する砂糖摂取量を，総エネルギー摂
取量の 5％未満に抑えるべきとする新ガイドライン
を 2014 年に発表した。本研究では，タイにおける
大学生の食生活の課題（特に砂糖の摂取について）
を抽出することを本研究の目的に，質問票による調
査を実施した。 

食生活調査では，タイ学生間で，女子の方が男子
より砂糖摂取と健康のつながりを理解し，ワークシ
ョップにも興味があることが分かった。また，知識
について，食生活が健康にとって大切であることは
理解できているが，砂糖摂取に関しては充分ではな
いと推察された。飲料・間食摂取調査では，コンデ
ンスミルクを加えた飲み物の摂取頻度が高い一方で，
砂糖なしの飲み物の摂取頻度が低いという実態が明

らかになった。 
本研究は，調査対象者の宗教が全員イスラム教で
あったため，タイにおける大学生でイスラム教徒で
あるタイ族を解析対象とした。今後，マレーシアで
栄養教育を行う大学生もイスラム教徒であるマレー
人が多いため，国や民族の違いによる砂糖摂取量等
を比較検討していきたい。また，2017年に導入され
た砂糖税は国民の認知度が低かったが，2019 年 10
月から砂糖税率が段階的に引き上げられるため，今
後のタイの砂糖の消費動向について注目していきた
い。 
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